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光としてこられたイエス（ヨハネ1:9-12）
　世界大戦後、日本は敗戦国になりました。とても悲惨な目に遭い、とても辛いトンネルを通らないといけない状況でした。私は、詳しくは分かりません。しかし、今日一日どうやって食べていけるかを心配するほど困った状況であり、悲惨な状況だったと聞いています。そこで日本の方々は、もう二度と戦争などはしないと決心し、歯を食いしばって、この悲惨なところから抜け出そう、この不幸から脱出しようではないかという覚悟を決めて、必死に頑張りました。特に経済の再建のために頑張ってここまで走ってきたわけです。その結果、いまは世界の経済大国第3位になりました。少し前までは2位でしたが、中国が急に成長したことによって、経済第3の大国まで昇り詰めるようになったわけです。本当にまばゆい経済成長を遂げました。たぶん、それは団塊世代のおかげだという話も聞いています。それでいまは一日どうやって食べるかと心配する人はほとんどいません。なにかの特別な事情によってご飯が食べられない人はいるかもしれませんが、ものすごく発展を遂げて、また豊かに暮らせるようになりました。ここで、特にクリスチャンの私たちは、まじめに問いかけないといけません。素直に正直に質問しないといけません。歯を食いしばって頑張ってここまで日本の国を引っぱって来て、ここまでにしました。それで本当に不幸から抜け出して、幸せになったのでしょうか。本当に幸せなのでしょうか。それにだれも「はい」とすぐに返事することはできないと思います。

この間、テレビを見ていたら、今年の漢字が選ばれていました。今年の漢字は「北」になったそうです。もう戦争をしないと決心して頑張って来ました。最近は、憲法がああだ、こうだということで、それがどう変わるかわかりませんが、いままでは頑張ってきました。でも、こちらで戦争をしないとまじめに頑張ったからといって避けられるのでしょうか。北朝鮮が悪いのは言うまでもありません。しかし、向こうが悪くて私が正しいからといって、その被害を私は避けていけるものなのでしょうか。あまりにもミサイルの脅威が恐ろしいので、「北」という字が今年の漢字として選ばれたのではないでしょうか。本当にここまで日本の国が成長して変わったこと、それで便利になったことはものすごくあります。だからといって本当に幸せになっているのでしょうか。皆さん、幸せなのでしょうか。皆がそうだろうと勝手に思い込んで、それをパスしようと思っているのですが、実はそうではありません。なぜなのでしょうか。廃墟化していたそこから這い上がって頑張ってそれを変えていくとどうにか幸せになるだろうと思って頑張って、血がにじむように頑張って来たのに、なぜ幸せになれないのでしょうか。なぜ食べ物に困っていたときには無かった様々な問題、いろいろな悩み、不幸がまた現れるようになってしまうのでしょうか。これは悪くはありませんが、人間の勘違いというものなのです。そして、これは繰り返される歴史の勘違いです。一つだけ申し上げますと、昔、宗教によってこの世の中は真っ暗になった。だから、そこを脱皮して、つまり、神から、宗教から自由になることによって、人間を高めることによって、人生、世の中を変えようという動きがありました。それが16世紀のルネッサンスというものなのです。宗教が力をふるっている限りはなにもいいことはありませんという結論を出して、神からの自由を宣言し、人間が最高なのだという宣言とともに、人間の内側を啓蒙していきますと結局はよりよい社会、ユートピアを作ることができるのだと、そういうキャッチコピーの元で、本当にまばゆい発展を遂げたことは間違いありません。そして、その結果が何かと言いますと、第1次世界大戦、第2次世界大戦なのです。そこで多くの人が、これは何なのか。私たちが思っていた通り、こうすれば幸せになるだろうと思っていたのにそれが勘違いだったのです。しかし、人間は、その勘違いを自ら認めようとしません。それで同じ勘違いを繰り返しています。今現在も、あるところでは人間が永遠に生き延びるためのいろいろな計画を立てています。また、勘違いの中でなにかを求めて必死に頑張っているわけです。
しかし、それで本当に変わるのでしょうか。本当に幸せになるのでしょうか。なぜそのようにならないのでしょうか。その答えが実はクリスマスなのです。クリスマスにイルミネーションによってルンルンと気持ちが明るくなるということは別に悪くはありませんが、クリスマスはそういう日ではありません。クリスマスは、キリスト様が世に来られたという日です。だから、そのクリスマスが、実はなぜなのだろうかという疑問、問いかけに対しての答えなのです。真っ暗の夜中に大きな星が現れてクリスマスを知らせました。なにを意味するのでしょうか。なぜ真夜中に暗いところに大きな星が現れることによってクリスマスを知らせることになったのでしょうか。
それは、いまこの世の中が実は暗やみに覆われているというお知らせなのです。だから、この暗やみに覆われている世の中に希望になるのは、光として来られるキリストの他にはありませんが、その光であるキリストが来られたのだということを知らせるためです。ですから、なぜ頑張ってここまで社会を日本の国を変えたのに、実際ひとりひとりに幸せが訪れてこないのか、その答えがここにあるのです。その頑張りは悪くはありません。努力することは経済の発展、科学、医学の発展というものは悪くはありませんが、それではどうにもならない暗やみの力というものがこの世を支配し、暗やみの力が動いて働いているからです。世の中のどこに行っても教えてもらえないし、東京大学、ハーバード大学に行っても教えてもらえないことなのです。クリスマスはそれを知らせているのです。いま世の中はまばゆい発展を遂げているかのように見えるでしょうが、基本、暗やみに覆われて、そこからは一歩も出ることができないのです。

暗やみに覆われているというのは、どういう意味なのかというと、絶対解決不可能な運命の勢力に捕らわれているということなのです。だれも分かっていません。だから、勘違いの中でずっと繰り返しているわけです。結局、ひとりひとり個人も一緒です。なぜ暗やみに覆われるようになってしまったのでしょうか。元々、人間は、光であられる、いのちの基であられる創造主の神様と一緒に暮らすように造られたものなのです。だから、人間は、存在そのものが幸せでした。しかし、人はある日、悪魔に惑わされて罪を犯すことによって神を失い、神様を離れてもう二度と会うことができなくなりました。これを暗やみと言います。光であられる神を失った結果、どんなに頑張っても、どんなにまじめに努力しても、それでは突破できない暗やみの力に覆われることになりました。ですから、人間の本当の幸せは、経済を変えること、教育を変えるところにあるのではなくて、まじめに頑張ることでもなくて、光であられる神様と出会わなければいけないものなのです。それが犬や猫のような動物とは違うことなのです。創造の主、光であられるいのちの根源であるまことの神様と出会うことこそが、この暗やみに打ち勝って勝利できる道であるし、そこから抜け出す唯一の希望です。そして、まことの幸せとまことの安らぎが手に入る唯一の道なのです。しかし、人間は自ら神様に会うことができません。罪人なので。私たち人間を愛して、この暗やみに捕らわれていることを許さずに、そこから引き上げて助けるために神様自ら、神様とまた出会うことができる道を備えられました。約束されました。その約束がキリストです。キリストというのは、私たちを暗やみの力で捕えてどうにもならないように滅ぼしている悪魔の頭を生み砕いて勝利されたという意味です。キリストは、そのすべてが罪によるものなので、罪を完璧に清めて罪の問題を解決するということなのです。キリストという言葉の意味は、そのことによって離れてしまった、失って二度と会うことができなかったまことの神様と出会い、神様と一緒になるための道という意味があるわけです。このキリストの他には希望はありません。神様は、暗やみに覆われているこの世の中にひとりひとりの人間にキリストを約束されました。キリストこそ希望であり、ここに救いがあり、ここに希望があり、ここにまことの幸せがあると約束されたのです。そして、その待ちに待っていた約束が現実になります。そのキリスト様が、実際、私たちを暗やみから光へと導き入れるために、私たちを救い出すためにこの世に自ら人間の体を取って来られました。その日がクリスマスであり、そのように来られた方がイエス様なのです。イエス様がお生まれになりました。その日をクリスマスと言います。なぜかというと、イエス様こそがその約束された唯一の希望、キリスト様だったからです。そのイエス様は、私たちを暗やみから救うために、罪より私たちを救うために自ら罪のないイエス様が、キリストなるイエス様が十字架にかかって、私たちのすべての罪を代りに背負って罰せられてあがないのいけにえとしてご自分をささげることによって、私たちのすべての罪が許されました。

そして、死者の中から3日目に復活なさることによって、死の力、悪魔の頭を完全に踏み砕いて勝利なさいました。そのイエス・キリストが私たちに向かって語っていらっしゃいます。暗やみにとどまっていないで、光の方に来なさいと招いていらっしゃるのです。クリスマスのメッセージはそこにあります。イエスがキリスト様なので、約束された唯一の光、暗やみを打ち砕いて勝利できた唯一の光、それが実際に来られて、イエス様がそのキリストとしての役割をすべて全うされたので、なにもこれからは迷う必要がありません。イエス様は招いていらっしゃいます。「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」何も要求せずに言われました。聖書ではこう言われています。義人は信仰によって生きると。どんな人でも誰でもイエス様を信じる者は救われて、新しく造りかえられる。暗やみの人生、閉じ込められていたその運命から抜け出して、光へと導かれるようになる。方法はなにもありません。すべてイエス・キリストがなさったので、だから、喜びの知らせと言われるわけです。聖書ではこう言われています。「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした 方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死からいのちに移って いるのです」。先ほどお読みしました。この招きの声を聞いて「なるほど、すべてがその暗やみの問題だったのだね。ああだ、こうだという前に、だれかのせいだ、なにが悪い、ということはすべて消して、その暗やみから出ることなのだ。まことの神様とまた出会って一緒になることなのだ。イエス・キリストがその道なのだね。私にはイエス様が必要です」という方は、そのイエス様をただ信じるだけでよいのです。信じる方法は、「受け入れた 人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった」。イエス・キリストはいまも生きていらっしゃいます。この場に来ていらっしゃいます。目に見えないけれども、いま私がお話しされましたこのすべての話はイエス様の話なのです。私の口を借りてイエス様が語ったことなのです。イエス様は、皆さんの心の扉を叩いていらっしゃいます。「見よ。わたしは、戸の外に立ってたたく。だれでも、わたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしは、彼のところにはいって、彼とともに食事をし、彼もわたしとともに食事をする」。それは一緒に住むということなのです。受け入れるということは心を開いて、イエス様を心にお迎えすることなのです。喉が渇いたときに、水を見て「あれを飲めばすっきりするだろうな」、それは「だろう」なのです。実際、飲み込まなければ自分のものになりません。イエス様のお話を聞きました。クリスマスは暗やみに捕らわれて、訳も分からないままさまよっている私たちに向かって喜びの知らせなのです。しかし、聞いただけでは、わたしと何も関係ないし意味もありません。そうすると自分でもどうにもならない霊的な問題に捕らわれて、最終的には滅びるようになるしかないわけです。神は私たちを愛していらっしゃいます。神は実にひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためなのです。イエス・キリストを心を開いてお迎えし受け入れることによって、その瞬間、目に見えないけれどひとりひとりの中に、神様が聖霊を通して入って来られます。人間が神に会いに行くのではありません。神様が、イエス・キリストを通して、私たちの方に入って来られて私たちとともに住まわれるようになることです。

今日、このクリスマス礼拝を通して、皆さんでイエス様を本当にキリスト、神様と一緒になる暗やみの世界から光へと導かれるまことの光として心にお迎えしたいと思います。どんな悩みがあるのでしょうか。どんな問題があるのでしょうか。イエス・キリストを受け入れることによって、そのすべての問題を解決するようになるわけです。祈りをもってイエス・キリストを受け入れるようになります。心から信じて義と認められ、口から告白することによって救われると勧められています。私が先に祈りますので、いまここに光として来られたイエス様がいらっしゃるので、私たちを暗やみの運命から完璧に救い出すことができるイエス・キリストがここにいらっしゃるので、イエス・キリストをお迎えしたいと思います。先に祈りますので、私について祈り、真心からイエス様を心に受け入れましょう。
『イエス様。私は罪人です。神様を離れて、滅びの道を歩んでいました。イエス様が私のために十字架にかかって、すべての罪を許されたことを信じます。いままで神を知らないように私をだましていた悪魔に打ち勝って勝利されたことを信じます。イエス様。いま私にはイエス様が必要です。心を開きます。イエス様を救い主として、キリストとして、信じ受け入れます。どうぞ今入ってください。聖霊を通して入ってください。イエス様を信じることによって罪赦され、神の子どもとされていることを感謝します。これからは神の御心に従い、勝利の道を歩ませてください。イエス様の御名によってお祈りします。アーメン』。

最後に皆さんにお知らせいたします。イエス様を受け入れた方は、どんな方であれ、今現在どんな問題を抱えていようが全く関係なく、このクリスマスのいのちの光がその人の内側に入って来られたということを信じてください。しかもそれは誰も奪うことができない、永遠に離れることなくいつもともにいらっしゃるわけです。そして、もうひとつ、皆さんが心から思うだけで私に入ってきた、届いたこの光、それを意識して、この光が他の人にも伝えられるようにと思うだけで皆さんは光の使者としても散られることを信じていただきたいと思います。これからは光の人生を歩み、また光を宣伝して暗やみに捕らわれている多くの人を助け出すすばらしい人生を約束されていることをぜひ覚えていてください。
（祈り）
愛する天の父なる神様。2017年クリスマス礼拝を通して、クリスマスがどんな日であれ、私たちに何より必要なのはクリスマスの主であるイエス様を心に受け入れることだということを教えられ、みなで心を開きイエス様をキリストとして心に受け入れました。どうかひとりひとりに主がいつもともにおられるその祝福を教えてくださり、また現してください。もし悩んでいる問題や病んでいることがあれば証拠を与えてください。残りの時間、心から私の主イエス・キリストをほめたたえるときになるように主が導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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